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➢ 政策動向 

⚫ 欧州委員会は、2027 年から開始予定の原油調達に関係するメタン規則のガイダンスを発表。罰則

適用を 3 年間猶予するなど、産業界に配慮した内容が含まれる。 

⚫ オランダの SAF と再生可能水素に関する 2.9 億€と 7.8 億€規模の支援策が承認された。 

➢ 企業動向 

⚫ Moeve は、マドリード空港での SAF 供給に関して、DHL とオフテイク契約を締結（6,000 トン・1

年間）。 

⚫ bp は、ポートフォリオ見直しによる事業売却を進めている。一方で、TotalEnergies による Shell の

電力事業買収や、Enilive によるモビリティ事業買収など、石油各社の事業強化に向けた買収の動き

も見られた。 

⚫ 水素・合成燃料分野では、Synhelion による商業プラント建設に向けた資金獲得の発表や、ドイツ

の大規模グリーン水素プロジェクトにおける RWE の 200 MW（100 MW*2 基）装置の試運転開

始の発表があった。 

➢ 石油需給 

⚫ 6 月の欧州 OECD 製油所の原油処理量は前月比で 1.4%増加し、年初来最大の処理量となっ

た。 

⚫ ロシアのディーゼル輸出禁止措置等も影響し、7 月の石油製品市場はよりタイトとなった。これにより欧

州製油所の精製マージンは過去最高水準に到達した。
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